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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 19,474 37.3 718 ― 479 ― 153 ―

22年3月期第2四半期 14,185 △36.2 △1,250 ― △1,285 ― △3,436 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 8.02 ―

22年3月期第2四半期 △179.46 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 35,495 12,750 35.5 657.56
22年3月期 36,230 13,119 35.8 677.22

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  12,590百万円 22年3月期  12,966百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

23年3月期 ― 5.00

23年3月期 
（予想）

― 5.00 10.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 37,680 18.7 1,440 ― 1,140 ― 700 ― 36.49



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表レビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  19,180,984株 22年3月期  19,180,984株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  34,445株 22年3月期  34,345株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  19,146,578株 22年3月期2Q  19,146,716株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年９月30日）における世界経済は、中国を中心としたア

ジア新興国の需要拡大が続く一方、欧米では景気減速感が強まりつつあり、景気の先行きに不透明感を抱えて推移

いたしました。また、わが国経済は、海外需要の増加をはじめ政府による景気刺激策の効果などに支えられ、緩や

かながらも回復傾向を維持しました。しかしながら、急激な円高の進行や株式市場の低迷などにより景気にブレー

キがかかり、先行き不透明感が強まってまいりました。 

このような状況のもと、当社グループの主要需要先である産業機械・プロセス業界への売上は順調に回復し、

特に、前期設備投資の抑制や在庫調整により低調であった半導体業界、建設機械業界及び空圧機器業界の生産回復

に伴う需要の増加により、売上は大幅に回復いたしました。この結果、売上高は194億74百万円（前年同期比37.3%

増）となりました。 

利益面につきましては、売上高の増加及び経営改善計画による収益力の強化策とした原価低減活動の効果によ

り、営業利益は７億18百万円（前年同期は12億50百万円の営業損失）となりました。また、急激な円高の進行によ

り１億75百万円の為替差損が発生し、経常利益は４億79百万円（前年同期は12億85百万円の経常損失）となりまし

た。さらに投資有価証券評価損を１億75百万円特別損失に計上し、四半期純利益は１億53百万円（前年同期は34億

36百万円の四半期純損失）となりました。 

  

セグメント別の概況は、次のとおりであります。 

  

圧力計事業 

 圧力計事業では、企業の設備投資抑制で需要の低迷が続いておりましたが、国内や海外の景気回復基調に支えら

れ、産業機械業界、半導体業界及び空圧機器業界への売上が増加いたしました。 

 この結果、圧力計事業の売上高は95億46百万円（前年同期比19.1%増）となりました。 

  

圧力センサ事業 

 圧力センサ事業では、圧力計事業と同様に産業機械業界、半導体業界への売上が増加し、更に建設機械用及び車

載用圧力センサの売上が増加いたしました。 

 この結果、圧力センサ事業の売上高は53億２百万円（前年同期比74.8%増）となりました。 

  

計測制御機器事業 

 計測制御機器事業では、空気圧機器及び自動車・電子部品関連業界向のエアリークテスターの売上が増加いたし

ました。 

 この結果、計測制御機器事業の売上高は25億60百万円（前年同期比65.8%増）となりました。 

  

その他事業 

 その他事業では、自動車用電装品、電源製品及びダイカスト製品の売上が増加いたしました。 

 この結果、その他事業の売上高は20億65百万円（前年同期比30.0%増）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は354億95百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億34百万円減少いた

しました。主な要因は、株式等の時価評価替による投資有価証券の減少によるものであります。 

 負債は227億45百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億66百万円減少いたしました。主な要因は、長期借入

金の減少によるものであります。 

 また、純資産は127億50百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億68百万円減少いたしました。主な要因は、

その他有価証券評価差額金の減少によるものであります。この結果、自己資本比率は35.5%となりました。 

  

キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、33億86百万円となり、前

連結会計年度末に比べ６億66百万円増加となりました。 

 各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、８億53百万円（前年同四半期は７億80百万円の収入）となりました。 

 資金増加の要因は、減価償却費７億27百万円、税金等調整前四半期純利益２億68百万円、賞与引当金の増加額２

億３百万円、たな卸資産の減少額２億１百万円、投資有価証券評価損１億75百万円であり、資金減少の要因は、売

上債権の増加額７億53百万円であります。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果得られた資金は、１億98百万円（前年同四半期は１億95百万円の収入）となりました。 

 これは主に、定期預金の払戻による収入（純額）４億43百万円と生産設備等の有形固定資産の取得による支出２

億31百万円があったことによるものです。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、３億38百万円（前年同四半期は76百万円の収入）となりました。 

 これは主に、短期借入れによる収入（純額）１億95百万円と、長期借入金の返済による支出（純額）５億16百万

円があったことによるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 第２四半期連結累計期間における業績の進捗を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、平成22年８月10日に公

表いたしました平成23年３月期の通期の連結業績予想を修正しております。詳細は本日別途開示する「業績予想及

び配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 記載すべき事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

  （資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ1,647千円、税金等調整前四半期純利益は、16,685千円減少してお

ります。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は、30,723千円であります。 

  

 （持分法に関する会計基準及び持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表分）

及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を適用

しております。これによる損益に与える影響はありません。 

  

 （四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 当社グループは前連結会計年度において２期連続の営業損失を計上したことにより、継続企業の前提に関する重

要な疑義を生じさせるような事象または状況が発生いたしました。このような状況が継続した場合、当社グループ

の業績及び財務状況に影響を及ぼす可能性があります。 

 当該事象を解消し、または改善するため当社は平成22年４月から平成25年３月までの３ヵ年を対象とする中期経

営改善計画を策定し、経営戦略の基本方針として掲げた「事業の選択と集中」「営業キャッシュフローの改善」

「グループ経営効率の最大化」「有利子負債の圧縮」の重点施策を推進することにより、経営・財務基盤の再構築

を図り、収益性と強い財務体質を回復することの実現可能性は十分あると考え、継続企業の前提に関する重要な不

確実性は認められないと判断しております。今後の世界経済は、中国などの新興国を牽引役として、総じて緩やか

な回復基調にあるものの、先行き不透明な中、予断を許さない状況にあり、当社グループをとりまく環境は、依然

厳しい状況が続くものと予想されますが、計画達成に向け、常に収益を意識し、長期的視点での収益が最大化とな

る手段を合理的に選択してまいります。また、顧客ニーズを的確にとらえ、有用で安全かつ高品質な製品やサービ

スを提供してまいります。さらに、当社グループ全体での効果・効率の最適化を目指し、グループ内の各社・各部

門での協力体制強化を図ってまいります。    

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,697,046 3,483,579

受取手形及び売掛金 8,164,316 7,504,944

有価証券 43,746 16,468

商品及び製品 2,746,038 3,046,260

仕掛品 2,211,693 2,119,156

原材料及び貯蔵品 1,228,890 1,346,221

繰延税金資産 664,332 539,708

その他 841,799 841,710

貸倒引当金 △188,935 △182,794

流動資産合計 19,408,926 18,715,255

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 9,403,746 9,381,377

減価償却累計額 △7,006,874 △6,935,499

建物及び構築物（純額） 2,396,872 2,445,877

機械装置及び運搬具 17,110,801 17,206,819

減価償却累計額 △14,291,284 △14,010,616

機械装置及び運搬具（純額） 2,819,517 3,196,203

土地 3,903,956 3,949,442

リース資産 147,012 133,629

減価償却累計額 △35,200 △24,528

リース資産（純額） 111,811 109,100

建設仮勘定 483,185 509,661

その他 4,220,961 4,249,366

減価償却累計額 △4,032,390 △4,022,482

その他（純額） 188,570 226,883

有形固定資産合計 9,903,914 10,437,169

無形固定資産   

のれん 408,726 496,277

リース資産 9,876 3,202

その他 1,202,046 1,348,831

無形固定資産合計 1,620,649 1,848,312

投資その他の資産   

投資有価証券 3,439,568 4,181,324

繰延税金資産 333,197 123,586

その他 791,916 927,962

貸倒引当金 △2,216 △2,757

投資その他の資産合計 4,562,466 5,230,115

固定資産合計 16,087,030 17,515,596

資産合計 35,495,956 36,230,852
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,257,595 3,299,270

短期借入金 5,212,006 4,775,737

1年内返済予定の長期借入金 1,282,100 1,719,655

リース債務 26,017 28,146

未払法人税等 129,004 225,763

繰延税金負債 193,923 －

賞与引当金 528,655 327,140

その他 1,266,894 1,231,616

流動負債合計 11,896,198 11,607,330

固定負債   

長期借入金 7,492,111 8,024,109

リース債務 101,754 100,050

繰延税金負債 714,765 721,477

退職給付引当金 2,062,814 2,104,288

役員退職慰労引当金 210,784 248,745

資産除去債務 30,922 －

その他 236,136 305,590

固定負債合計 10,849,290 11,504,262

負債合計 22,745,489 23,111,592

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,880,313 3,880,313

資本剰余金 3,978,842 3,978,842

利益剰余金 4,800,907 4,647,411

自己株式 △44,701 △44,638

株主資本合計 12,615,362 12,461,928

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 530,968 923,239

為替換算調整勘定 △556,319 △418,726

評価・換算差額等合計 △25,350 504,513

少数株主持分 160,455 152,817

純資産合計 12,750,467 13,119,259

負債純資産合計 35,495,956 36,230,852
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 14,185,026 19,474,677

売上原価 11,616,826 14,767,174

売上総利益 2,568,199 4,707,502

販売費及び一般管理費 3,818,683 3,989,225

営業利益又は営業損失（△） △1,250,483 718,277

営業外収益   

受取利息 15,578 14,541

受取配当金 45,106 41,237

持分法による投資利益 9,983 39,313

雇用調整助成金 152,937 3,230

その他 80,841 92,695

営業外収益合計 304,447 191,018

営業外費用   

支払利息 121,053 132,823

為替差損 131,960 175,307

その他 86,145 122,144

営業外費用合計 339,158 430,274

経常利益又は経常損失（△） △1,285,195 479,021

特別利益   

固定資産売却益 3,813 2,523

投資有価証券売却益 33,430 －

投資事業組合出資利益 1,089 1,974

貸倒引当金戻入額 － 11,527

賞与引当金戻入額 28,467 11,422

その他 13,960 2,341

特別利益合計 80,760 29,788

特別損失   

固定資産売却損 8,579 4,063

固定資産除却損 2,155 5,188

投資有価証券評価損 14,728 175,642

投資事業組合出資損失 1,150 26,894

減損損失 2,127,701 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 15,038

その他 － 13,313

特別損失合計 2,154,315 240,140

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△3,358,750 268,668

法人税、住民税及び事業税 71,500 194,766

法人税等調整額 17,354 △89,600

法人税等合計 88,854 105,165

少数株主損益調整前四半期純利益 － 163,502

少数株主利益又は少数株主損失（△） △11,533 10,006

四半期純利益又は四半期純損失（△） △3,436,072 153,496
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 7,359,000 9,764,886

売上原価 5,933,096 7,309,270

売上総利益 1,425,903 2,455,615

販売費及び一般管理費 1,805,322 1,988,026

営業利益又は営業損失（△） △379,419 467,588

営業外収益   

受取利息 8,957 8,189

受取配当金 1,804 554

持分法による投資利益 3,914 21,607

雇用調整助成金 69,541 1,187

その他 36,358 56,671

営業外収益合計 120,577 88,211

営業外費用   

支払利息 59,086 65,724

為替差損 113,491 53,981

その他 43,678 64,268

営業外費用合計 216,256 183,974

経常利益又は経常損失（△） △475,097 371,825

特別利益   

固定資産売却益 3,640 －

投資有価証券売却益 33,394 －

投資事業組合出資利益 1,089 1,196

貸倒引当金戻入額 － 4,262

賞与引当金戻入額 2,190 11,422

その他 6,586 2,340

特別利益合計 46,900 19,221

特別損失   

固定資産売却損 8,579 2,353

固定資産除却損 1,545 3,615

投資有価証券評価損 14,728 153,717

投資事業組合出資損失 1,150 26,894

減損損失 2,127,701 －

その他 － 1,551

特別損失合計 2,153,705 188,132

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,581,903 202,914

法人税、住民税及び事業税 64,689 130,141

法人税等調整額 16,421 △75,215

法人税等合計 81,110 54,925

少数株主損益調整前四半期純利益 － 147,988

少数株主利益 7,780 7,315

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,670,794 140,672
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△3,358,750 268,668

減価償却費 902,607 727,304

減損損失 2,127,701 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 21,949 11,020

賞与引当金の増減額（△は減少） △274,621 203,283

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,920 12,147

受取利息及び受取配当金 △60,684 △55,778

支払利息 121,053 132,823

手形売却損 23,206 35,120

為替差損益（△は益） 150,932 116,040

持分法による投資損益（△は益） △9,983 △39,313

投資有価証券評価損益（△は益） 14,728 175,642

投資事業組合出資損益（△は益） 1,150 26,894

売上債権の増減額（△は増加） 310,083 △753,075

たな卸資産の増減額（△は増加） 881,924 201,964

仕入債務の増減額（△は減少） △143,080 12,885

未払消費税等の増減額（△は減少） 71,115 △8,412

その他 44,534 145,208

小計 839,787 1,212,424

利息及び配当金の受取額 104,786 70,255

支払利息及び手形売却損 △142,492 △170,339

法人税等の支払額 △21,205 △268,848

その他の収入 － 9,897

営業活動によるキャッシュ・フロー 780,876 853,387

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △255,333 △173,847

定期預金の払戻による収入 459,560 617,160

有形固定資産の取得による支出 △223,469 △231,572

有形固定資産の売却による収入 － 573

投資有価証券の取得による支出 △13,622 △1,914

投資有価証券の売却による収入 164,066 －

貸付けによる支出 △96,000 △110,900

貸付金の回収による収入 137,919 102,770

その他 22,034 △3,586

投資活動によるキャッシュ・フロー 195,156 198,684
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 8,681,929 10,019,346

短期借入金の返済による支出 △9,715,869 △9,824,202

長期借入れによる収入 1,557,120 180,000

長期借入金の返済による支出 △435,271 △696,691

社債の償還による支出 △10,000 －

配当金の支払額 △509 △450

少数株主への配当金の支払額 △575 △640

その他 △30 △15,962

財務活動によるキャッシュ・フロー 76,793 △338,601

現金及び現金同等物に係る換算差額 △140,722 △46,939

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 912,103 666,530

現金及び現金同等物の期首残高 2,899,216 2,719,629

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 1,225 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,812,545 3,386,160
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 該当事項はありません。  

  

（事業の種類別セグメント情報） 

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自 平成21年４月1日 至 平成21年９月30日） 

 精密機器事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める割合

がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。  

（所在地別セグメント情報） 

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月1日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

    ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

       北米：アメリカ合衆国  欧州：ドイツ  アジア：シンガポール 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月1日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

  ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

    北米：アメリカ合衆国  欧州：ドイツ  アジア：シンガポール 

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
日本 

（千円） 

北米 

（千円） 

欧州 

（千円）

アジア 

（千円）

その他 

（千円）

計 

（千円） 

 消去又は 
全社 

（千円） 

連結 

（千円）

 売上高                                                

(1）外部顧客に対す

る売上高 
 4,727,027  1,941,361  254,344  262,328  173,938  7,359,000  －  7,359,000

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

 153,466  156,508  60,615  15,949  229,408  615,948  △615,948  －

計  4,880,493  2,097,869  314,959  278,278  403,347  7,974,948  △615,948  7,359,000

 営業利益又は営

業損失（△） 
 △286,980  △81,694  △9,295  5,995  △20,979  △392,954  13,535  △379,419

  
日本 

（千円） 

北米 

（千円） 

欧州 

（千円）

アジア 

（千円）

その他  

（千円）

計 

（千円） 

 消去又は 
全社 

（千円） 

連結 

（千円）

 売上高                                                

(1）外部顧客に対す

る売上高 
 8,912,850  3,983,787  489,261  439,376  359,749  14,185,026  －  14,185,026

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

 278,094  342,829  88,905  40,900  442,862  1,193,592  △1,193,592  －

計  9,190,945  4,326,616  578,166  480,277  802,611  15,378,618  △1,193,592  14,185,026

 営業利益又は営

業損失（△） 
 △935,602  △282,428  △35,130  2,698  △27,299  △1,277,762  27,278  △1,250,483
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（海外売上高） 

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する主な地域の内訳は、次のとおりであります。 

北米……… アメリカ合衆国  アジア ………中国、台湾、韓国  欧州 ……… ドイツ   

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する主な地域の内訳は、次のとおりであります。 

北米……… アメリカ合衆国  アジア ………中国、台湾、韓国  欧州 ……… ドイツ   

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

（セグメント情報） 

１．報告セグメントの概要  

 当第２四半期連結累計期間(自平成22年４月１日 至平成22年９月30日)及び当第２四半期連結会計期間(自平成22年

７月１日 至平成22年９月30日)  

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。  

 当社グループは、製品・サービス区分を基礎に、それぞれ国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開し

ている「圧力計事業」、「圧力センサ事業」及び「計測制御機器事業」の３つを報告セグメントとしております。  

 「圧力計事業」は、圧力計、圧力スイッチ、温度計等を製造販売しております。「圧力センサ事業」は、圧力センサ

を製造販売しております。「計測制御機器事業」は、空気圧機器、エアリークテスター、圧力試験器、流量計、その他

用途開発製品等を製造販売しております。   

  

  北米 アジア 欧州 その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  1,759,663  1,002,312  373,547  361,543  3,497,067

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  －  －  －  7,359,000

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
 23.9  13.6  5.1  4.9  47.5

  北米 アジア 欧州 その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  3,812,564  1,629,021  723,069  634,231  6,798,886

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  －  －  －  14,185,026

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
 26.9  11.5  5.1  4.4  47.9
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

  当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月1日 至 平成22年９月30日）          （単位：千円） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業、ダイカスト製品

      事業及び自動車用電装品事業を含んでおります。  

２．セグメント利益の調整額87,129千円には、セグメント間取引消去△421千円、のれんの償却額87,551千円が含

まれております。 

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

  当第２四半期連結会計期間（自 平成22年７月1日 至 平成22年９月30日）          （単位：千円） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業、ダイカスト製品

      事業及び自動車用電装品事業を含んでおります。  

２．セグメント利益の調整額40,476千円には、セグメント間取引消去△3,299千円、のれんの償却額43,775千円が

含まれております。 

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

当第２四半期連結累計期間(自平成22年４月１日 至平成22年９月30日)及び当第２四半期連結会計期間(自平成22年

７月１日 至平成22年９月30日)  

該当事項はありません。 

   

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年3月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年3月21日）

を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

  

  

  

報告セグメント  その他  

（注）1 

  

合計 

  

調整額 

（注）2 

  

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）3 
圧力計 圧力センサ 

計測制御

機器 
計 

 売上高                 

 (1）外部顧客に 

  対する売上高 
9,546,471  5,302,440 2,560,577 17,409,489 2,065,187  19,474,677  － 19,474,677

 (2）セグメント間 

     の内部売上高 

  又は振替高 

5,118  17,029 976 23,123 1,103  24,226 △ 24,226 －

計 9,551,589  5,319,469 2,561,554 17,432,613 2,066,290  19,498,903 △ 24,226 19,474,677

  セグメント利益 396,951  28,921 266,727 692,600 112,806  805,407 △ 87,129 718,277

  

  

報告セグメント  その他  

（注）1 

  

合計 

  

調整額 

（注）2 

  

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）3 
圧力計 圧力センサ 

計測制御

機器 
計 

 売上高                 

 (1）外部顧客に 

  対する売上高 
4,785,958  2,757,156 1,177,300 8,720,415 1,044,470  9,764,886  － 9,764,886

 (2）セグメント間 

     の内部売上高 

  又は振替高 

△ 477  11,584 156 11,263 653  11,916 △ 11,916 －

計 4,785,480  2,768,740 1,177,457 8,731,678 1,045,123  9,776,802 △ 11,916 9,764,886

  セグメント利益 301,656  51,845 86,032 439,534 68,531  508,065 △ 40,476 467,588

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

長野計器㈱（7715）　平成23年３月期　第２四半期決算短信
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